
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●全職員による共通理解と共通
実践

●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標
を達成した教師90％以上

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等により取組の
促進を図る。

B

・７月に実施したアンケートでは、マイプランの成果指標を達
成できたと自己申告した教師は84％であった。
・今後は、マイプランの内容と本校の校内研とを結び付けて
取り組むことで、更なる達成率の向上を行う。 B

・アンケートでは、マイプランの成果指標を達成できたと自己申告した教師は83％、『「話合い活動」の充実』を常
に意識した授業を構築していると自己申告した教師は83％であった。
・県学習状況調査では、５，６年生は全教科で県の平均及び到達基準以上を達成できた。来年度の全国学習状
況テスト及び４年生の学力向上に向けた取り組みを続けていく。

○基本的な学習習慣の定着と家
庭学習の質・量の向上

○学年に応じた家庭学習時間を達成している児童の割合
75％以上
〇自主学習に取り組む児童の割合80％以上

・家庭教育の手引きを発行し、家庭学習に対する意識の向上を図る。
・発達段階に応じた自主学習に取り組ませ、主体的に学ぶ児童の育
成を図る。

B

・７月に実施したアンケートでは、学年に応じた家庭学習の
時間を達成した児童が、上学年で76％下学年で91％であっ
た。
・同アンケートで自主学習に取り組んだ児童の割合は、上学
年で91％下学年で70％であった。
・保護者に向けた家庭学習の手引きの内容の周知を生活リ
ズムアップ週間の取組に合わせて行うことで、更なる達成率
の向上を行う。

B

・12月に実施したアンケートでは、学年に応じた家庭学習の時間を達成した児童が76％、下学年で91％と７月と
変化がなかった。
・同アンケートで自主学習に取り組んだ児童の割合は、全校児童の平均が67％と若干の下降傾向にあった。
・保護者に「学校は家庭学習の徹底に努めているか」と問うてみたところ、肯定的な意見が90％であった。
・上記３点のことから、家庭学習の時間をやや下回っているものの、保護者から見て満足のいく家庭学習をして
いることが見て取れる。

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教
育活動

○道徳を通し、挨拶に関するアンケートを実施し、「挨拶の大
切さを感じ、挨拶について考えることができた」児童８０％以
上、「実践できた」児童７０％以上を目指す。

・保護者の方に道徳科（挨拶に関する領域）の授業を学年部で公開す
る。（ふれあい道徳）
・生活リズムアップ大作戦とも関連付け、日頃から挨拶の大切さを指
導していく。

B
・計画的に道徳授業を公開している。
・挨拶の大切さについては、約６０％の児童が「できた」と
なっている。実践については、地域や保護者の方からも改
善点の意見を頂いているので指導を継続する必要がある。

A
・道徳の挨拶の大切さをねらいとした声かけや指導は、「できている」「大体できている」をあわせて１００％だっ
た。
・実践は、約９割の児童ができていると感じている。保護者も約７割ができていると感じていた。

●いじめの早期発見、早期対応
体制の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等のための取
組、事案対処等）についての組織的対応ができていると回答
する職員が100％になることを目指す

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを確認・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・資料提供を年間に３回以上行う。
・いじめ事案について学校全体で情報を共有する。

A

・学校評価アンケートにおいて「いじめに対する組織的対応」
が「できている」「だいたいできている」という回答が100％で
あった。
・いじめの対応についての資料の配付を行うことができた。
・学校評価アンケートにおいて「学校生活は楽しい」「困った
ときに相談できる相手がいる」と回答した児童が９割以上を
占めており、大多数の児童が安心して学校生活を送ること
ができていることが分かった。

A

・生徒指導、いじめ事案の関する研修を行うことができた。
・年度を通していじめ事案に対して迅速に対応できた。
・いじめの認知・覚知の対応マニュアルについては、認知のレベルのすり合わせを行いながら、共通理解を深め
ることができた.。

○教育相談の充実 ○生活に関する児童へのアンケートで、「学校が（まあまあ）
楽しい。」と回答する児童が90％以上になることを目指す。
○生活に関する児童へのアンケートで、「学校には相談でき
る先生や友達がいる。」と回答する児童が80％以上になるこ
とを目指す。

・職員連絡会や子ども支援会議で配慮を要する児童の実態を共有し、
支援の在り方について共通理解を図る。
・子どもが話しやすい環境づくりを行い、関係機関との連携を図りなが
ら、児童の実態に応じた支援をする。 A

・生活に関する児童へのアンケートで、「学校が（まあまあ）
楽しい。」「学校には相談できる先生や友達がいる。」と90％
以上の児童が回答していた。長期休み後の児童の実態を引
き続き注意し実態に応じた支援をおこなう。 A

・生活アンケートにおいて、今学期も90%以上の児童が学校が楽しいと答えていた。長期休み後の気になる児童
については、複数の児童とSCを繋げることができた。相談できる場として今後もSCの場を上手に活用していきた
いと考える。

●健康・体つくり

❸「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」
❹「安全に関する資質・能力の育
成」

❸「健康に食事は大切である」と考える児童生徒８５％以上
❹児童の交通事故を０（ゼロ）にする

③栄養教諭と学級担任とのTT授業を行い、食事の大切さを認識させ
る。食育だよりや給食時の放送を通して、児童・保護者への啓発を図
る。
④登下校時の指導（歩行指導、道路横断の仕方を含む）や一斉下校
指導、交通安全教室などを通して、安全指導を行う。 A

・アンケートにおいて、「健康に食事は大切であると思うか」
について、97％の児童が「思う・まあまあ思う」と回答した。2
学期以降も、栄養教諭と学級担任との食育のTT授業の計
画的実施、食育掲示板や給食委員会の活動を進めていく。

・一斉下校や交通安全教室を行うことができた。
児童の交通事故数もゼロであり、各学年や各学級での登下
校時の指導や見回りなどを行い、児童の安全に努めていく。

A

・食育に関する授業を89％の学級で実施することができた。家庭での食育「とすっこチャレンジ」に87％の児童が
取り組み、提出することができた。5年生の食事・健康に関する意識調査において、96％の児童が「毎日3回・ほ
とんど毎日3回食事をする」と回答した。

・児童の交通事故をゼロにすることができた。一斉下校や交通安全教室などを通して、児童の登下校時の危険
箇所の把握や安全指導を行うことができた。

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。

・曜日毎の施錠時刻の設定。（金曜日は原則として定時退勤）
・業務改善案を募り、積極的に業務の改善を図る。

B

・施錠時刻を19：00と設定したが、ほぼ100％の職員が19：
00前後までに退勤することができている。しかし、１ヶ月の時
間外勤務45時間以上の職員が半数か3分の1ほどいる。ま
た、金曜日の定時退勤も18：00過ぎに施錠となることもあ
る。今後も継続して施錠時刻を徹底したい。特に定時退勤
日は週の頭から呼びかけるようにする。

A

・１学期は時間外勤務時間平均が35時間前後だったが、２学期は25時間前後に減っている。また、職員アンケー
トにおいても、時間対効果を意識しながら、月の時間外勤務を45時間以内にしている。と回答した職員が80％程
いる。来年度も「教師が教師でなければできないこと」の時間確保に思い切った改革を試みたい。

○衛生・安全管理の改善・充実 ○職場における事故０を目指す。 ・定期的に職員室等の整理整頓と環境美化の時間を設定する。
・ラインケア、セルフケアの両面から職員のメンタルヘルス対策を行
う。 A

・大きな事故もなく前期は終えた。毎日のように遅くまで業務
を行ったり、休日出勤を数多くしたりする職員のメンタル面を
注視する。切り替えの大切さを学年主任等に理解してもら
い、全職員に波及させる。

A
・職員アンケートでは、定期的に職員室等の整理整頓と環境美化に努めている。と回答した職員が80％程いる。
大きな事故もなく業務を遂行できている。今後も、職員のメンタル面に注視し、働きやすい職場環境を構築した
い。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業公開学級
率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情報を年間３回以
上公開した学級率８０％以上

・保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業公開を全学級で年間1
回以上行う。
・保護者等に対する教科「日本語」に係る情報（学年便り、学級通信な
ど）を年間３回以上全学級が行う。

B

・１学期、授業を公開した学級が２５％だった。残りの学級
は、２学期以降に実施予定。
・「日本語」に関わる情報を各学年学級懇談会資料に記載し
た。今後も各学年のお便り等を通して情報公開を行ってい
く。

B

・全学級ではなかったが、８０％以上の学級で、教科「日本語」の授業を公開することができた。
・教科「日本語」に関わる情報を毎学期、学年懇談会資料に記載することができた。（年間３回）

○特別支援教育の充実

○研修会開催
○個に応じた支援体制
○関係機関との連携

○「一人一人のニーズに合った支援を行うため、個別の支援
計画を有効に活用することができた。」と答えた教師80％以
上。
○「特別支援に関する教員の意識・技能が向上した。」と答
えた教師80％以上。

・児童の実態や保護者の願いを把握するために、保護者との面談を
年４回以上実施する。
・特別支援に関する研修会を年２回以上行う。 A

・保護者との面談は、学年初めと１学期末の２回行い、個別
の支援計画をもとに、支援方法について共通理解を図るこ
とができた。さらに、気になる児童については、必要に応じて
ケース会議を開き、個別相談をしながら進めることができて
いる。
・児童理解についての研修会を、夏季休業中に職員全体で

A

・保護者との面談は、学年初めと１学期末、2学期末の３回行い、個別の支援計画をもとに、支援方法について
共通理解を図ることができた。さらに、気になる児童については、必要に応じてケース会議を開き、個別相談をし
ながら進めることができた。
・夏季休業中と２学期に、児童理解についての研修会を職員全体で行い、特別支援に関する教員の意識・技能
を向上することができた。

○開かれた学校づくり

○学校運営協議会の取組の推進 ○本校PTAとの連携を深め、鳥栖小校区の地域への情報の
発信と、学校運営への参画を図る。

・学校運営競技委員会を開催し、必要に応じて連携を取りながら学校
運営を行う。
・学校だよりやコミュニティ通信及び学校のHP等で、学校の取組を紹
介し、学校の取組について広く知らせる。

A

・学校運営協議委員会で学校の取組についての理解を求め
ると同時に、PTA及び地域の方々との連携を確認した。
・学校だより及び学校のHPによる、児童の活動の紹介を行
うことで、学校の取組について広く理解を求めた。

A

・学校運営協議会で進めてきた「写真プロジェクト」みまもりマップが、多くの方々のご協力を得て、完成した。地
域と学校を「つなぐ」ことができた。今後は、さらに「つなぐ」ために、児童が地域に積極的に働きかけたり、地域
の方々が学校教育の応援として来校されたりする機会が増えるよう学校運営協議会で協議をしていきたい。

●･･･県共通　★・・・鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

中間評価 最終評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究で取り組んでいる「つなぐタイム（考えを出し合う・意見交流を行う）」を職員が共通実践することにより、児童の学力向上につながってきていると考えられる。このことは、学習状況調査の結果や学力向上評価シートのマイプランの達成状況からも分かる。授業改善に向けた研究授業及び研究会が職員の資質向上に有意義だったとも考えられる。今後も、児
童が目的をもって主体的に「つなぐタイム」に取り組むような手立てを考えていきたい。
・学校運営協議会も３年目となり、初年度より取り組んできたプロジェクトを遂行することができた。今後も、学校と地域がさらに「つながる」ために、積極的に地域の「人」や「もの」から学びを深めていくことで児童の郷土の対する思いや誇りを高めたい。
・今年度は、校時を変更することで、児童も教師も比較的余裕をもって放課後を過ごすことができた。来年度は、さらに業務改善（成績２期制等）を進め、教職員の時間と心の余裕を生み出し、授業づくり等の「教師本来の業務」に専念できるような体制を整えたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・【学力向上の推進】昨年度も、学習課題の提示の工夫や話し合い活動を重点的に取り組んできた。その成果は学習状況調査や学力向上評価シートからも分かるように着実にあがってきている。また、学年に応じた家庭学習や自主学習についての目標もおおむね達成することができた。今後は、さらなる話し合いの活動の質（目的や聞く力など）の向上のための方策が必要である。家庭での自主学習についても、どの児童も意欲的に取り組めるような学校全体での工夫も考えていかなけらばならない。

・【開かれた学校づくりの推進】コロナ禍において、多くの保護者に児童の授業での様子を見て頂くことが難しかった。今後もこのような状況が続くのならば、各種お便りやHP等で広く保護者に伝えていく方法を講じていきたい。また、学校運営協議会においても地域と学校を結びつける活動を計画できていたが、同様に具体的な活動はできなかった。来年度は、各学年や各学級ごと地域との交流を深める方策を練っていきたい。

・【特別支援教育の推進】昨年度も、特別支援教育への理解と配慮を要する児童への支援は、特別支援教育コーディネーターを中心に複数の職員及び外部の関係機関が関わり進めることができた。来年度も一人一人の特性や傾向を理解し、複数の教員が役割をもち、児童への細かな支援を心掛けていきたい。

２　学校教育目標

心豊かで、たくましく、自ら学ぶ”とすっ子”の育成～合い言葉『つなぐ』～

○やさしさいっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○元気いっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○やる気いっぱい

　・相手の気持ちを考えて行動できる子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・健康安全に気をつけ、体を鍛えることができる子　　　　　　　　　　　　　　　　　・進んで学ぶことができる子（学び合い、発表、学習規律、家庭学習、読書）

　・社会や地域に目を向け、多様性を認め、人や自然を大切にできる子　　　　　　　　　・よいことを進んで行い、きまりやマナーを守ることができる子　　　　　　　　　　　・予想を立て、筋道を通して考え、根気強く解決することができる子

３　本年度の重点目標

（１）「鳥栖市教育プラン」の「鳥栖スタイル」の推進

（２） 児童が安心して安全に生活ができ、学力向上を図る学校づくり

（３）開かれた学校づくりの推進

（４） 職員の資質向上の推進　　　　　　　　　　（５）業務改善・働き方改革の推進

学校名 鳥栖市立鳥栖小学校


